
≪カリキュラムツリー≫　保健医療学部鍼灸学科　2018年度以降入学生

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

生き物の科学（生物学） 物質の科学（物理学）

物質の反応（化学）

学びの技法入門 社会保障の基礎

法学（日本国憲法） 心理学概論

健康の創造（体育理論） 健康スポーツ（体育実技）

英語Ⅰ 英語Ⅱ 英語コミュニケーション

中国語Ⅰ 中国語Ⅱ

情報リテラシーⅠ 情報リテラシーⅡ

カウンセリング入門
医学概論（生命医療倫理

を含む）
手技療法入門 社会鍼灸学

医療人のための英語
（医学英語）

鍼灸経営論

関係法規

中医薬物学

人体構造学Ⅰ（総論・組織） 人体構造学Ⅱ 人体構造学Ⅲ 人体構造学実習

解剖生理学演習Ⅰ 解剖生理学演習Ⅱ

人体機能学Ⅰ
人体機能学Ⅱ（動物機
能・運動生理を含む）

人体機能学Ⅲ 人体機能学実習

生化学 病理学 病理学実習

免疫学 臨床薬理学

衛生学・公衆衛生学

臨床医学総論Ⅰ 臨床医学総論Ⅱ 臨床医学総論Ⅲ

臨床医学演習Ⅰ 臨床医学演習Ⅲ
整形外科学（スポーツ

医学を含む）
臨床医学各論Ⅰ 臨床医学各論Ⅱ 臨床医学各論Ⅲ

臨床医学演習Ⅱ 臨床医学演習Ⅳ

メンタルヘルスケア学 リハビリテーション医学Ⅰ リハビリテーション医学Ⅱ

診療所実習

救急法

栄養学（スポーツ栄養学を含む）

鍼灸の基礎 鍼灸安全学 鍼灸治効理論Ⅰ 鍼灸治効理論Ⅱ 鍼灸治効理論Ⅲ 鍼灸理論演習

経絡経穴学Ⅰ 経絡経穴学Ⅱ 鍼灸治効理論実習
症例報告の書き方・発

表の仕方

臨床鍼灸手技実習Ⅰ 臨床鍼灸手技実習Ⅱ 臨床効果の評価法

鍼灸東洋医学演習Ⅰ 鍼灸東洋医学演習Ⅱ 鍼灸医学総合演習Ⅰ 鍼灸医学総合演習Ⅱ

鍼灸の歴史 触診解剖と刺鍼手技 鍼灸東洋医学臨床論 鍼灸と統合医療（代替医療）

鍼灸施術と運動法

理学的検査法実習 整形外科臨床鍼灸学Ⅰ 整形外科臨床鍼灸学Ⅱ

スポーツ鍼灸学Ⅰ スポーツ鍼灸学Ⅱ

神経内科臨床鍼灸学

内科臨床鍼灸学Ⅰ（病態
生理を含む）

内科臨床鍼灸学Ⅱ（老年
臨床鍼灸学を含む）

学外関連施設実習（見学実習）

レディース臨床鍼灸学 医療面接

附属鍼灸センター実習Ⅰ 附属鍼灸センター実習Ⅱ

日本伝統鍼灸治療学

泌尿器・皮膚科臨床鍼灸学 カンファレンス（症例検討）

眼科・耳鼻科臨床鍼灸学

中医鍼灸治療学

臨床研究実習

卒業研究Ⅰ

カリキュラム・ポリシー

基礎施灸手技実習

基礎刺鍼手技実習

東洋医学概論Ⅰ 東洋医学概論Ⅱ

卒業研究Ⅱ

ディプロマポリシー
１年 ２年 ３年 ４年
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自
然
の

科
学

人
間
と

社
会

言
語
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

情
報

処
理

医
学
教
養

現
代
医
学
の
基
礎

現
代
医
学
の
臨
床

鍼
灸
医
学
の
基
礎

鍼
灸
医
学
の
臨
床

≪共通基礎科目≫

自然科学や人間、

社会などに関する

教養を深めるため

の科目、国内外の

文化を理解するた

めに必要な語学、

高度IT社会で要求

される情報処理能

力を身につけるた

めの科目を配置す

る。また初年次には、

学修の意義や到達

目標を明確にさせ

るとともに、能動的

≪専門基礎科目≫

はり師・きゅう師に

必要な医学教養科

目、医療チームの

一員として、はり

師・きゅう師に要求

される現代医学及

びスポーツ領域に

おける知識を習得

するための科目を

配置する。

≪専門科目≫

鍼灸やその安全性

に関する知識と技

術、鍼灸治療に必

要な東洋医学の基

本的な生理観、病

理観、治療技術や

その評価法、およ

び鍼灸治療の適応

範囲に関する知識

を習得させるため

の科目を配置する。

さらに、これらの知

識や技術を臨床の

場で確認、実践す

るための臨床実習

科目、および鍼灸

医学が医療を担う

一分野として発展

していく上で必要な、

現代医学に基づく

基本的な科学的思

考を身につけさせ

る科目を配置する。

①はり師・きゅう

師の国家試験に

合格するための

知識と、鍼灸治

療の技術・応用

力を備え、保健・

医療・福祉・ス

ポーツなどの分

野で現代医療の

一翼を担うはり

師・きゅう師とし

て社会に貢献す

る人材となり得

る能力を備えて

いる。

②教養を深め、

国内外の文化を

理解するために

必要な社会学あ

るいは心理学、

自然科学、情報

収集・分析の方

法、コミュニケー

ションなどに関

する基本的な知

識と能力を備え

ている。

③社会人として、

また医療人とし

て、幅広い視野

を持ってさまざま

な問題に柔軟に

対応できる能力

を備え、高い倫

理観や協調性を

身につけている。

科目区分

必修科目

選択科目


